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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
 
2007 年に､オランダの ECN (Energy Research Centre of the Netherlands)の Kroon
らは､コスト､効率面から色素増感太陽電池の解決すべき課題の一つとして透明導電膜



























タンナイトライドの厚みが 1000-1600nm において､ 未処理に比較し、Voc が 1. 4 倍､ 














指針であるとも述べている｡ 本研究の成果は今後の TC0-1ess 色素増感太陽電池の効
率向上の指針を提案したという点で重要な意義を持っている｡ 
 
学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文に関し、論文審査委員から逆電子移動に関するメカニズム、窒化膜の構造、窒
化膜で電子注入が良い原因、今後の研究の展開などについて質問がなされたが、いずれ
も著者から満足（明確）な回答が得られた。 
 また、公聴会においても多数の出席者があり種々の質問がなされたが、いずれも著者
の説明によって質問者の理解が得られた。 
 以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
